
� 問題と目的

１．現代におけるCMCの発展

近年，コミュニケーションもCMC（Com-

puter―Media―Communication）を中心に大

きく変化してきている。インターネットを

使用したコミュニケーションツールはより

身近なものとなった。ブログやSNSには当

然ながら自己情報が含まれている。ここか

CMC（Computer―Media―Communication）における自己開示で
ブログ利用者はどのような心理的期待を持っているのか
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要 約

本研究の目的は，�ブログ利用者の心理的期待，�書き込み前後のモチベーションの変
化，�“現実場面”と“CMC場面”における自己開示の差異と相関、�“CMC場面”内

における書き込み内容間の自己開示の相関、について明らかにすることである。

予備調査で，ブログ利用者の書き込み内容は８つのカテゴリーに分類された。本調査で

は，ブログ利用者の心理的期待（自由記述），書き込み前後のモチベーションの変化（自

由記述），“現実場面”と“CMC場面”の２つの場面での書き込み内容の８つのカテゴ

リーについて自己開示（７段階評定）を尋ねた。

以下のような結果が得られた。

�ブログ利用者の心理的期待では，６項目の上位概念が抽出された。それらは＜自己に
向かう効用＞，＜他者交流＞の２つに分けられた。

�利用者の多くが，書き込み後に「ポジティブ効果」を感じていることが明らかになっ
た。特に「文章能力の向上」や「作業の向上」があげられていた。

�“CMC場面”における「学校・職場・育児」，「友人・同僚関係」についての自己開

示は，“現実場面”よりも有意に低かった．正の相関は，「家族・家庭生活」，「恋愛」，「進

路・将来」，「趣味・関心・娯楽」で見られた。

�“CMC場面”における「自分の情報・身分・立場」と「友人・同僚関係」には負の

相関、「友人・同僚」と「恋愛」には正の相関が見られた。

【Key Word】CMC 自己開示 ブログ 心理的期待 視覚的匿名性
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ら自己開示に注目していきたい。

２．自己開示について

Jourard（１９７１）は「個人的な情報を他者

に知らせる行為」（act of revealing personal

information to others）を自己開示と定義

している。どのような人物であるかとは，

自分の性格や身体的特徴，考えているこ

と，感じていること，経験や境遇などの自

己の性質や状態をあらわす事柄としてい

る。榎本（１９９７）によれば「自分がどのよ

うな人物であるかを他者に言語的に伝える

行為」としている。

自己開示の機能について述べる。安藤

（１９８６）は�感情浄化機能，�自己明確化
機能，�社会的妥当化機能，�二者関係の
発展機能，�社会的コントロール機能，�
親密感の調整機能の６項目であると述べて

いる。

３．CMCにおける自己開示

（１）CMCにおける自己開示の特徴

CMCにおける自己開示の促進要因とし

て視覚的匿名性が挙げられる。高橋ら

（２００７）は視覚的匿名性を「未知・既知に

関わらず，コミュニケーションの際に相手

の顔が互いに認識できない状況であるこ

と」と定義している。このCMCの特性ゆ

えにユーザーは正直に，感じたことや考え

たことを表現するとされている（McKenna

&Bargh，２０００）。また，Walther（１９９６）も

CMCの持つ視覚的匿名性が互いの印象を

好意的なものにし，高度な社会的関係を形

成すると主張している。

（２）CMCにおける自己開示の定義

最近は，写真などの映像を用いて自己開

示をすることもあるが，本研究では，言語

的なものに言及することとする。

本研究では，インターネットにおける自

己開示の定義を榎本の定義を参考にし，

「自分自身に関する情報をインターネット

上で不特定多数の他者に言語的に伝える行

為」とする。

４．目的

目的は以下の４つである。

� ブログ利用者がどのような心理的期

待を持っているのかを明らかにする。

� ブログの書き込み前と書き込み後の

モチベーションの変化を明らかにす

る。

� “現実場面”と“CMC場面”におけ

る自己開示の差異と相関について明ら

かにする。

� “CMC場面”内における書き込み内

容間の自己開示の相関を明らかにす

る。

� 方法

１．調査対象者および調査時期

ブログを利用しており，３か月以上の放

置がない１０代～５０代の男女７３名を調査対象

とした。予備調査が２０１４年１月～２月，本

調査（Webアンケート調査）が２０１４年４月

～１０月。

２．調査手続き

（１）予備調査

Web上で収集したブログの記事を内容分

析で分類したところ次の８つのカテゴリー

が抽出された。�自分の情報・身分・立
場，�身体・性，�学校・職場・子育て，
�家族・家庭生活，�恋愛，�進路・将
来，�趣味・関心・娯楽，	友人・同僚関
係

（２）本調査；Webアンケート調査

－ 62－



１）faceシート：性別／年代／地域／職業

２）質問項目：�何を期待してブログに書
き込みを行っているか（自由記述）／�ブロ
グを書く前と書いた後のモチベーションの

変化について（自由記述）／�CMCにおい

て予備調査で得られた８つのカテゴリーを

どの程度話すか（７段階評定：とてもよく

話す～全く話さない）／�対面場面において
予備調査で得られた８つのカテゴリーをど

の程度話すか（７段階評定：とてもよく話

す～全く話さない）

３．分析

（１）ブログ利用者がどのような心理的期

待を求めているのかについて

Webアンケート調査で得られた自由記述

の結果については，内容分析的手法を用い

て分析を行う。

（２）ブログの書き込み前と書き込み後の

モチベーションの変化

Webアンケート調査で得られた自由記述

の結果については，内容分析的手法を用い

て分析を行う。

（３）“現実場面”と“CMC場面”の２つ

の場面における自己開示の特徴

�“現実場面”と“CMC場面”の２つ

の場面におけるカテゴリーごとの自己開示

表１ ブログ利用者がどのような心理的期待を持っているのかについて

上位概念 中位概念 下位概念

自分の行動確認 備忘録 何かを期待としてというよりも備忘録的 他（８）

日記 紙に書くよりも早く，本当にどこにでも持ち歩ける日記のよ
うな感覚なのでブログのことで他者に対して期待することは
ない。他（２）

気持ちの表出・
回顧

気持ちの整理 状況・気持ちの整理として書いています。他（２）

ストレス発散 ストレス発散

自己内省 将来自分で読み直して過去の出来事や気持ちを思い出せるよ
うに普段話さない分，自分の好きなように書いている。

自己充足感 自己満足 自己満足 他（２）

達成感 文章がよくて中身もいい記事を書いた達成感を得たいので書
き続けています。

自己鍛錬 わかりやすい文章，人目を惹くような文章を意識することで
多少の文章力アップを目指しています。他（２）

娯楽 趣味活動 他（２）

実利 収益 アクセスアップでネット収益を上げるため 他（１）

宣伝 創作活動をしているので，その宣伝

事実の情報交換 情報の発信 自分の情報が，他の人の参考になるなら，という思い。他
（３）

情報の受信 自分の知らない情報を得るため。他（１）

気持ちの交流 共感 ひとつは共感です。他（１）

他者交流 ブログを通じた他者との交流 他（２）

他者からの反応 読者からのリアクション 他（２）

読者へのサービ
ス

読んでいる人に喜んでもらう。他（１）
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の出現頻度について検討するため，対応サ

ンプルによるウィルコクソンの符号付順位

検定を用いて検討する。

�“現実場面”と“CMC場面”の２つ

の場面における自己開示度の出現頻度の相

関について検討するため，スピアマンの順

位相関係数を用いて検討する。

（４）“現実場面”内と“CMC場面”内に

おける自己開示の関連

“CMC場面”内における各カテゴリーの

自己開示の出現頻度において相関があるか

検討する。スピアマンの順位相関係数を用

いて検討する。

４．倫理的配慮

本研究は跡見学園女子大学文学部臨床心

理学科の倫理委員会審査にて承認された

（受付番号：１４０００４）。

� 結果

１．調査対象者の基本情報

１０代～５０代の男女７３名のうち回答を得ら

れた１９名（回収率２６．３％）。

（１）性別 男性１２名，女性７名

（２）年代 １０代４名，２０代１０名，３０代３

名

（３）地域 東北１名（５％），関東６名，

中部６名（３２％），近畿３名（１６％），中国

１名，九州・沖縄２名

（４）職業 学生１１名，会社員４名，自営

業１名，技術・専門職１名，パート・アル

バイト１名，主婦１名

２．ブログ利用者がどのような心理的期待

を持っているのかについて

内容分析的手法で分類した簡略図の結果

を表１に示した。

３．ブログの書き込み前と書き込み後のモ

表２ ブログの書き込み前と書き込み後のモチベーションの変化

上位概念 中位概念 下位概念

書込み後のポジ
ティブ感情

カタルシス 文字に起こすことで整理をつけるので書いた後はスッキリす
ることが多いです。他（５）

達成感 それがどうであれ書いた後は達成感がある，他（２）

期待 どのくらいの人数，共感が得られるか，という期待。他
（１）

安心感 書いた後はこれで忘れても日記を見ればある程度は思い出せ
る。

作業の向上 ほかにネット上で公開したことでToDoリストのようなもの
は全く無視できなくなり，作業ができることが増える。

書込み後のマイ
ナス感情

後悔 時々，書きすぎたかなと後悔もある。

不安 この書き方で，知り合いに自分だとバレないか。という不安
が出てくる。

落胆 落胆。

書込み後の不変
さ

変化なし 特に変化はない。他（２）

不明瞭 自分ではよくわからない。

動機づけ 消極的状態 最近は更新頻度が少ないため書く前のモチベーションとして
は低い。面倒くさいという状態である。

積極的動機 書く前は忘れないうちに書かないと。他（１）
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チベーションの変化について

内容分析的手法で分類した簡略図の結果

を表２に示した。

４．“現実場面”と“CMC場面”における

各カテゴリー間の自己開示の特徴

（１）２つの場面における各カテゴリー間

の自己開示の『差異』について

�“現実場面”と“CMC場面”における

「学校・仕事・育児」において５％水準で

有意差が認められた（z＝２．０９、p＜０５）。

“CMC場面”の自己開示が“現実場面”

に比べ有意に低かった。

�“現実場面”と“CMC場面”における

「友人・同僚関係」において１％水準で有

意差が認められた（z＝３．１１、p＜０１）。“CMC

場面”の自己開示が“現実場面”に比べ有

意に低かった。

（２）２つの場面における各カテゴリー間

の自己開示の『相関』について

�“現実場面”と“CMC場面”における

「家族・家庭生活」において正の相関が見

られた（ρ＝．５９５，p＜．０１）。

�“現実場面”と“CMC場面”における

「恋愛」において正の相関が見られた（ρ

＝．６９０，p＜．０１）。

�“現実場面”と“CMC場面”における

「進路・将来」において正の相関が見られ

た（ρ＝．６４８，p＜．０１）。

�“現実場面”と“CMC場面”における

「趣味・関心・娯楽」において正の相関が

見られた（ρ＝．４７５，p＜．０５）。

５．“CMC場面”内における書き込み内容

（カテゴリー）間の自己開示の『相関』

について

�“CMC場面”内における「自分の情

報・身分・立場」と「友人・同僚関係」には，

負の相関が見られた（ρ＝―．５４９，p＜．０５）。

�“CMC場面”内における「友人・同

僚」と「恋愛」には，正の相関が見られた

（ρ＝．６９６，p＜．０１）。

� 考察

１．ブログ利用者がどのような心理的期待

を持っているのかについて

�『自分の行動確認把握』に含まれる
「備忘録」という意見が一番多かった。時

系列ごとに記録されているので，振り返っ

てみた時に，“自分自身の成長記録”とし
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図２．“現実場面”と“CMC場面”との２つの場面における各カテゴリーの自己開示の平均値の棒グラフ
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て視覚化できることから通じているのでは

ないかとも考えられる。これは，どことな

く「アルバム」を思い出させる。アルバム

では，写真のみの記録が多く具体的な記載

はないので，事細かに当時のことを思い出

すのは難しいという点も考えられる。しか

し，ブログでは写真とともに，詳細な文章

も併用されているため，アルバムよりも，

より一層思いだしやすいようになっている

のではないかと考えられる。

�『気持ちの表出・回顧』について考察
する。これは，文字に書き起こすことで

「カタルシス効果」を自然と得ようとして

いるのではないかと思われる。

現実場面において，「気持ちの整理」が

つかない時に，自分の気持ちを表明するこ

とで，自分自身を見つめなおすことが出来

ると思われる。これは下位概念の「自己内

省」に通じるように考えられる。ブログを

書くという行動により，気持ちが整理さ

れ，そこから自己内省をし，自分自身の行

動によりよい変化をもたらそうという意識

が少なからずあるようにも見える。これら

のことは，安東（１９８６）の「�感情浄化機
能」および「�自己明確化機能」とも考え
られる。

�『自己充足感』について考察する。
「自己満足」や「達成感」が得られると，

自己肯定感が高まるように感じられる。こ

こで，注目しておきたいのが「自己鍛錬」

である。「自己鍛錬」の内容を見ると，文

章能力の向上に言及しているのが３つあっ

た。ブログは，不特定他者からも見られる

特性上，“他人にも分かりやすい文章”を

意識し，推敲を重ねていることも推測でき

そうである。また，これは安東（１９８６）の

「�社会的妥当化機能」とも考えられる。
�『実利』について考察する。近年，Web

を通じたアフェリエイトが増加してきてい

る。アフェリエイトを利用しているブログ

利用者は，広告収入の売上げアップを目指

すだろう。広告収入が増えるということ

は，自分のブログのアクセス数も増えてい

ると考えられる。それと同時に，報酬も支

払われ成果を見出すことができるため，達

成感やモチベーションの向上にもつながっ

ているのではないかとも考えられる。

�『事実の情報交換』について考察す
る。ブログに限らずともWebでは数多の情

報に溢れ返っている。「自分の持つ情報が

誰かの参考になれば」といったように，情

報共有ツールとして利用されている。この

ことは，CMCという媒体そのものが情報

媒体である側面をカバーしていると思われ

る。

�『気持ちの交流』について考察する。
これは安東（１９８６）の「�二者関係の発展」
に近いといえるだろう。正確には，「不特

定他者」との発展ともとれるが，他者と関

わるという意味では似通っているといえる

だろう。

２．ブログの書き込み前と書き込み後のモ

チベーションの変化について

（１）書き込み前のモチベーションについ

て

『動機づけ』の中には，「消極的状態」

と「積極的動機」が含まれており相対する

ものであった。モチベーションが，「消極

的状態」である理由としては，従来の日記

と比べ，文章を推敲する作業に対して煩わ

しさを感じているからではないかと考え

る。「積極的動機」としては，「忘れないう
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ちに書こう」，「分かりやすく書こう」など

明確な意思を持っている。

（２）書き込み後のモチベーションについ

て

�『書込後のポジティブ効果』として
「カタルシス」，「達成感」，「期待」，「安心

感」，「作業の向上」が挙げられた。「カタ

ルシス」は，ブログ利用者の心理的期待と

合致したものであった。おもに，自己に対

する効用に関しては，書き込み後に，ポジ

ティブな効果を得られているのではないか

と考える。『自己充足感』に含まれている

「達成感」と合致していた。これも，「達

成感」を心理的に期待しているものが，ブ

ログの書き込み後に「達成感」を実感でき

ているのではないか考える。「期待」に関

しては，ブログの書き込み後に，他者に対

する期待が高まっているように見受けられ

る。「安心感」に関しては，ブログの書き

込みによって視覚化され，「これで忘れる

ことがない」など不安のツールとして利用

することで「安心感」が持てているのでは

ないかと思える。「作業の向上」は，目標

を他者に宣言することにより，作業効果が

あがる「宣伝効果」が見受けられる。自分

の設定した目標に関しての応援コメント

や，評価を得られる可能性が高いため，目

標を達成するためのモチベーションが上が

ると考える。おもに，自己に対する効用に

関しては，書き込み後に，ポジティブな効

果を得られているようである。

�「後悔」，「不安」，「落胆」というよう
に『書込み後のマイナス感情』も構築され

ていた。匿名性が自己開示の促進要因とな

っているため，過度の自己開示をすること

は，匿名性を阻害し自己開示の抑制要因と

ともに，プライバシーに対する懸念によっ

て，「後悔」や「不安」が生じると考えら

れる。また，他者に対してコメントや評価

の期待度が高いが，期待ほどの成果が得ら

れなかった時に，「落胆」を感じるのでは

ないかと考える。

�書き込み後にも，「ポジティブ効果」
も「マイナス感情」も生まれずに変化を感

じないものもいた。「マイナス感情」が生

じず，「ポジティブ効果」も得られていな

いことから，他者に対する期待も少なく，

自己に対する効用に関しても期待が低く，

実感が湧いてないのではないかと考える。

ブログが生活の一部となっているため，

「あまり意識したことがない」という意見

が目立ったのではないかと考える。

３．“現実場面”と“CMC場面”におけ

る各カテゴリー間の自己開示の特徴

（１）２つの場面における各カテゴリー間

の自己開示の『差異』について

“現実場面”と“CMC場面”における

「学校・職場・育児」，“現実場面”と“CMC

場面”における「友人・同僚関係」に有意

差が見られ，どちらとも“CMC場面”で

の自己開示は，現実場面より低いという結

果であった。“CMC場面”では，「視覚的

匿名性」の特性によって自己開示が促進さ

れるとされている。「視覚的匿名性」の保

持のために“CMC場面”での「学校・職

場・育児」，「友人・同僚関係」に関する自

己開示度が，“現実場面”より低くなった

と考える。

（２）２つの場面における各カテゴリー間

の自己開示の『相関』について

１）相関に有意差が見られた項目について

「家族・家庭生活」，「恋愛」，「進路・将
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来」，「趣味・関心・娯楽」において正の相

関が見られた。「家族・家庭生活」，「恋

愛」，「進路・将来」，「趣味・関心・娯楽」

を，“現実場面”で自己開示する人は，“CMC

場面”でも自己開示をしているといえるだ

ろう。

特に，「家族・家庭生活」，「恋愛」，「進

路・将来」は，“悩み”の種となりやすい

テーマであり，ブログの利用者が，主に１０

代～３０代が多いため，エリクソンの発達課

題との関連も見受けられそうである。自分

自身の“悩み”を“現実場面”で自己開示

する人は，様々な意見や情報などを得るた

めに“CMC場面”でも自己開示をして，

不特定他者からの意見などを参考にしよう

としているのではないかとも考えられる。

特に“CMC”は，膨大な情報を手に入れ

ることが出来る。“現実場面”において，

自分と似たような経験をした人が居ない場

合には，“CMC場面”で類似体験をした人

の日記や，体験談などの情報を仕入れたり

当事者と交流も兼ねている場合もあると考

えられる。ブログ利用者は，自分の「趣

味・関心・娯楽」を他者に情報提供もアン

ケート調査からうかがえた。ブログは「趣

味・関心・娯楽」と密接にかかわっている

ことから“CMC場面”での「趣味・娯楽・

関心」も非常に高くなっているのではない

かと考える。

２）相関に有意差が見られなかった項目に

ついて

「自分の情報・身分・立場」，「身体・

性」，「学校・職場・育児」，「友人・同僚関

係」は，相関に有意差が見られなかった。

４つのタイプ（『両場面高開示型』，『CMC

場面高開示型』，『現実場面高開示型』，『両

場面低開示型』）が散在していると考えら

れる。散在させる要因として，カテゴリー

そのものの特性とインターネットにおける

「視覚的匿名性」が影響しているのではな

いかと考える。

４．“CMC場面”内における書き込み内容

（カテゴリー）間の自己開示の『相関』

について

�“CMC場面”における「自分の情報・

身分・立場」と「友人・同僚関係」には，

負の相関が見られた。ブログに求める心理

的期待の回答に関して，「紙に書くよりも

早く，どこでも書けるため，本当にどこに

でも持ち歩ける日記のような感覚なのでブ

ログのことで他者に対して期待することは

ない。」とあるように，自分自身のことに

焦点を当てる人は，他者に対する期待がな

いために，「友人・同僚関係」について自

己開示度が低くなる傾向を表しているコメ

ントともいえるだろう。

�“CMC場面”における「恋愛」と「友

人・同僚関係」には，正の相関が見られ

た。他者交流に焦点を当てている人は，

「恋愛」，「友人・同僚関係」に対して積極

的に関わっていると考えられる。「恋愛」

は，「友人・同僚関係」から発展する場合

や，恋愛相談などを「友人・同僚」に持ち

かけることも少なくはないだろう。“CMC

場面”で「恋愛」について自己開示をする

とそれと同時に「友人・同僚関係」につい

て話す機会が多くなるのかもしれない。

� まとめと今後の課題

１．まとめ

�ブログ利用者が求める心理的期待は，
『自分の行動確認把握』，『気持ちの表出・

－ 68－



回顧』，『自己充足感』，『実利』など，＜自

己に向かう効用＞を求めるタイプと，『事

実の情報交換』『気持ちの交流』など＜他

者交流＞を求めるタイプに分けられた。

＜自己に向かう効用＞を求めるタイプで

は，プロフィール的側面についてはあまり

自己開示をせずに，「視覚的匿名性」を維

持することによって，個々が“CMC場

面”において自己開示したいテーマを話し

やすくなるのではないかと考える。また，

＜他者交流＞を求めるタイプは，「視覚的

匿名性」を維持するよりも，友人や恋愛な

どの他者に関連するものをある程度自己開

示することによって，他者が興味を持って

もらうような話題を自己開示すると，「他

者交流」も満たされるのではないかと考え

られる。

ブログの利用目的によって，「視覚的匿

名性」を調整しながら活用することでより

よい心理的効果を得られるのではないか。

�ブログの利用者の多くが，書き込み後
に「ポジティブ効果」を感じていることが

明らかになった。利用者が求める心理的期

待は，“CMC場面”でも，“現実場面”と

同じように自己開示で得られる心理的効果

が有用に働いているといえるだろう。

注目すべき点としては，「文章能力の向

上」や「作業の向上」が挙げられる。「文

章能力の向上」はとりわけ，SNSの中にお

いてブログで見られるのではないかと考え

る。ブログに書き込むことによって「文章

能力」が上がったり，「作業の向上」が見

られたりと，スキルアップの一種として利

用することで，個人の自分自身に対する自

信や肯定感が高められ“現実場面”の能力

の足しになるのではなかろうか。ただし，

過度の自己開示は「ネガティブ感情」を生

じさせるため注意が必要である。

�“CMC場面”での「自分の情報・身

分・立場」，「学校・職場・育児」といった

プロフィール的側面に関しては“現実場

面”に比べ有意に自己開示度が低くなって

いることが明らかになった。“CMC場面”

では，「視覚的匿名性」の特性によって自

己開示が促進されるとされている。「視覚

的匿名性」の保持のために，「自分の情

報・身分・立場」，「学校・職場・育児」と

いったプロフィール的側面に関しては自己

開示度を“現実場面”に比べ抑えているの

ではないかと考える。

�“CMC場面”内における「自分の情

報・身分・立場」と「友人・同僚関係」に

は，負の相関が見られた。このことは，自

分自身のことに焦点を当てる人，他者との

交流に焦点を当てる人という２つのタイプ

に分かれているのではないかと考える。

“CMC場面”において「自分の情報・身

分・立場」について自己開示するものは，

「友人・同僚関係」など“他者”に関する

話題が減る傾向にある。また，“CMC場

面”において「友人・同僚関係」について

よく自己開示する者は，「自分の情報・身

分・立場」など自分に関する話題が減る傾

向にある。

また，“CMC場面”における「恋愛」と

「友人・同僚関係」には，正の相関が見ら

れた。両方とも“他者”の存在が見受けら

れる項目である。“CMC場面”で「恋愛」

について自己開示するものは，「友人・同

僚関係」についても“CMC場面”で自己

開示をしやすいようである。

２．本研究の問題点
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�回答者が１９名と少なかったため，性
別，年代，および地域，職業も全て合わせ

た形となっているため，背景要因が見えに

くいことも問題点の１つであろう。

�Webアンケート調査における質問も，

自由記述式回答が多いため，客観性に関し

ては疑問が残る。

�自己開示の現象を捉えるには，量，広
がり，深さの３つの観点が必要である。本

研究では，自己開示の量は捉えられても，

広がりおよび深さを判断する基準が曖昧で

あり，本調査では十分に広がりや深さに関

しては拾いきれない部分があった。�Web

アンケート調査において，各カテゴリーに

ついて自己開示の頻度を“CMC場面”と

“現実場面”の７件法でカテゴリーも８項

目と少ないため，質問項目に関しても検討

の余地が残る。

３．今後の課題

�基本情報が均一になるように，十分な
人数の確保と調査範囲の拡大に努める。

�今回の調査対象者は，“ブログの利用
者”に限定されていたため，ブログ利用者

だけではなく，twitterやFacebookなど他の

SNSを利用者も調査対象にし，比較検討す

る。

�“自己効用を求めるブログ利用者と，
“他者交流”を求めるブログ利用者の２つ

のタイプに分かれた。

このことから，“自己効用”を求める利

用者と“他者交流”を求める２群に分けて

比較・検討する。

�ブログは，「匿名性」を操作できるこ

とが可能なため，匿名度の高低によって，

ブログに対する心理的期待の差がみられる

か検討する。

�自己開示の量だけでなく，広がりや深
さの観点から捉えることによって，“CMC

場面”と“現実場面”における自己開示を

多角的に捉える。

謝辞

本論文を作成するにあたり，調査にご協

力いただいた１９名の皆様，指導をいただき

ました野島一彦教授ならびに野島研究室一

同に深く感謝申し上げます。

文献

安藤清志（１９８６）：対人関係における自己

開示の機能 東京女子大学紀要論集，

３６（２），１６７―１９９．

榎本博昭（１９９７）：自己開示の心理学的研

究 北大路書房

Jourard, S. M.（１９７１）：Self―disclosure : An

experimental analysis of the transpar-

ent self. New York : John Wilex &

Sons

McKenna & Bargh（２０００）：Plan 9 from cy-

berspace : The implications of the In-

ternet for personality and social psy-

chology. Personality & Social Psychol-

ogy Review.４,５７―７５.

高橋佳子・深田博己（２００６）：CMCにおけ

る自己開示の生起過程に関する研究

広島大学心理学研究，６，８７―９９．

－ 70－


